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積丹沖地震の震源海域に含まれる北部奥尻海嶺西斜面において実施された｢かいよう

｣DK89‐4-OKJ航海の際,マルチナロービーム測深による精密地形調査およ

び深海TV曳航調査が行われ,地層の露出状況や地質構造,生物の棲息状態などの概

況が把握された。この曳航調査測線に沿って｢しんかい6500｣第51潜航が実施

された。この結果,北部奥尻海嶺西斜面基部に推定される最前緑スラストの上盤に新

鮮な開口裂罅群が発見された。一部の裂罅は開口部が繊維状のバクテリアマットで 

おおわれ,未開口部は粉末状バクテリアマットが付着している。

バクテリアマットをともな裂罅周辺にはミリサイズの巻貝やエビ類の群生が観察され

る。裂罅内部の地温は周囲の海水温より0.13度も高い値を示した。バクテリアマ

ット周辺の生物コミュニティは高被圧間隙水の存在と地表への湧水活動を示し,南海

トラフや日本海溝と同様に,日本海東緑変動帯の最前緑スラストが現在も活発に活動

していることを示す。観察された開口裂罅のうち新鮮なものは最近の大地震(例えば

1940年積丹半島沖地震)がトリガーとなって形成されたものであろう。

日本海東緑変動帯の模式地において現在の地殻変動の実態を明らかにしていくことは

同変動帯を新生プレート境界(海溝)とする説を実地に検証する上で極めて重要であ

る。とくに今回発見された裂罅群と冷湧水系生物群集については地球物理学 ・地球

化学的・生態学的な分野も含む総合的な潜航調査が必要とされ「,かいよう｣ によ

る深海TV曳航測線沿線はそれにもっとも適した調査ルートである。
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Discovery  of open gashes with bacteria mat  and living

communities  at the frontal thrust of the tectonic

belt along Eastern Margin  of Japan Sea
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SHINKAI  Dive  51, performed  on  May  27tli in 1991,  had  found  fresh fis-

sures on  the  hanging  wall  of  thrust faults at the  western  foot  of  Northern

Okushin  Ridge  on  the tectonic belt along  Eastern  Margin  of Japan  Sea. The

dive site is within  the  epicentral  area  of  1940  Off-Shakotan  Peninsula

Earthquake(Mss7.5).

One  of such  opened  cracks, at 3  110m  w.d., is associated with  white  col-

ored  bacteria mat,  which  consists of  powdered  part and  surrounding  fibrous

part. Fibrous  mat  covers the mouth  of open  gash which  is the continuation  of

fresh fissure, while  powder  mat  was  formed  in brecciated  zone.  Milliwietric

sized scavenger  such  as snails and shrimps,  as  well as larger sized sea cucum-

bers and  anemones,  were  gathered  on  and  around  the bacteria mat.  Temper-

ature measured  beneath  the  bacteria mats  was  higher  by  0.13  degrees  than

bottom  water  temperature.

Combining  the results of submersible  observations  with  those  of deep-tow

camera  survey, conducted  on  September  5th, 1989,  the following  conclusions

are  possible:

1. Bacteria mats  indicate modern  seepage  through  fissures due  to present'day

activity of  the first frontal thrusts along  the  eastern  margin  of  Japan  Sea

Basin.

1.  Formation  of fresh fissures were  probably  due  to the highly pressurized in-

terstieial water  and  triggered  by  an  imraplate
 earthquake  such  as

 the

Off-Shakotan  Peninsula  Earthquake

は じ め に

日本海盆東緑，奥尻海嶺西譱との境界郤に位置

する日本海盆東縁断層系は日本海東縁変助蓄（中

村，）983）の前縁とみなされ，同帯を特徽づける

短縮テクトニクスの橈式地である。1940年独丹半

鵬illl地震（Ｍｊ.5 ，利｡3‘N 139.5 °E）は1964 年新

潟地震や1983年日本海中部地震とともにこの断層

系の最新活動を示し. El本海軍縁変動帯を新生海

溝（プレート境13 とする仮漣の実例とされてい

る。

EI本海車軸変動昏の標式地における現在の地殻

変動の実駟を明らかにすることはプ レート塊界新

生脱を検旺する上で極めて爪要であり，爽地に物

的証拠を集める必要から，「しんかい2000」によ

る潜航調査ならびに「かいよう」による測深およ

び禄海Ｔｖ カメラによる目視観察など一連の調査

が行われてきた。今回，久しく待たれていた「し

んかい6so｛｝」に よる潜航調査が実現の連びとな

り，【よこ すか／しんかいj  YS9 】－1－4航海によ

り, 1991 年５月271ﾓ|，第51榊航が積11一半島沖地忿s

の震源域において実施された。

この潜航調査では積月一牛鳥ill･地震の際に形成さ

れたと予想される地健断層や関連する変動徴地形

の碓認を目標とし，rl視観測，映像記録，温度計



測。地質標本採取などを行った結果，上記仮説を

裏付ける断知見が耨られたのでここに報告する。

２．事 前 調 査

「しんかい6500」による潜航掏査をより効果的に

実施するためと潜水剽壷船以外の手段による目視

観測の方法を確立することを目的として，海洋調

査船「かいようj DK89-  4 -OK」航海が央施され

た。この航海では，筆者らも躙査研究協力者とし

て乗船し，積丹坤地震の震源畩に含まれる潜航予

定海域においてマルチ ナローピーム測濠による精

密地形鯛査（1989年９月４日）およぴ様海カメラ

曳航調査C 同年９月５日）が行われ，地層の露出

状況や地質摺造，生物の棲息状況などが検討され

た。 深海曳航体にはＣＴＤとともにＴＶカメラと

スティルカメラが取り付けられており，律られた

映像および写真には貴重な情報が含 まれていた

｛後述｝。

rかいよう亅 に よる串前剽査では，GPS 測位の

衛星数が限られていたこともあって，観測中の測

位はGPS とＤＥＣＣＡが相柵的に用いられた。測

位系としては東京テータムが採用された。９月Ｓ

日15〔X〕JSTに行った検定でWGS84 から東京テー

タムへの補正 畝は緯度－0.130分／経皮+  0.215

分，さらにGPS から ＤＥＣＣＡへの補正値（とも

に東京テータム）は， 緯度 ―0.390分／経度＋

0.404分とされた。

深海カメラ曳航調査は1989年９月５日08時14 分

から18時10分まで行われた。曳航体の位置決定は

「かいよう」からの音蓼測位によりなされ，上記

測位系に よる位鍜は着底点北緯44 ’13.93’／東経

139°04.72', 離 底 点 北 緯44 ’13.韶’／ 東 経

139°13.52'であった。 測躱 の水平 延長距離 は

10.7km に運する。ただし，毋船直下の水深や曳

航体深度などからみて測位系が系統的に大きくず

れていることが観測中からすでに気づ かれてい

た。

1991年５月26日，翌日の「しんかい6500」によ

る潜航調査に先立って，「かい よう」による測深

データと今回の「よこすか」による測位の整合性

の検定および潜航地点の海底地形を再確認するた

めに，潜航予定海鮫でマルチナロービーム測深を

行った。海底地形の特徴の対比を行い，測位系の

再検定およぴ曳航カメラ位置の再決定を行った。

この結果，ＷＧＳ制から曳航調査時の測位系への

補正鍠は緯度+0.26 分，経度－0.41分であった。

また，WGS84 において上記の曳航カメラ混線は

北緯44'14.49'／東経139°03.5γ から北緯44°14.4「

／東経139*12-33'までとなった。以下 の文中で

は，ll｣地系としてWGS84 を用いる。 第１図に曳

航カメラ測線および溜航鯛査ルートを示す海底地

形図を示す。また第２図はカメラ瀏艨の深度プロ

フフイルおよびマルチナローピーム音響測深によ

る海底地形断面を示す。

３．｢しんかい6500」第51回潜航

前途の事前翼査データにもとづいて海底地形地

質の状況を分析し，活猖造としての断層地形がも

っとも明瞭な潜航調査ルートか遡定された。

第51回潜航は1991年５月27日に実施された。調

査項目には，目視および訝器覿渕による低断層崖

・裂罅・小地濤などの麌鋤鍬地形の舞索。地質お

よび露頭の観察・試科採集・温度肝測，映像肥録

などを掲げた。柱状採泥曾２本，エ クマンパージ

採泥器１．地中温度計１本を装備して潜航した。

潜水船の航法管llは，トランスポンダを使用せず

GPS 測位と結合したSSBL 方式の音響溷位で行わ

れた。

潜航調査地餓は，日本海盆東緑の深海平坦面

{水深3500m} と奥尻海嶺西麓基部となっている

忌斜耐の地域である。奥尻海嶺の西側斜面には大

小の段｡睨状鴾傾斜が認められるか，調査地域内に

ある海底白地( 海盆底からの比高約40【】ｍ～500．)

が幅釣1.3k・ でもっとも広く発逮している( 第

１図)。さらにこの台地は，海盆底とともに東側

の急斜T鯆に向かってわずかながら逆顔斜する部分

もあり，それぞれ東側斜面との傾斜変換線に沿っ

て逆断凧が露出する可能性を示唆している。

そこで第51溜航では海盆底に着底し，海嶺西lll』

斜面基部を登り上記の台地にきしかかった地点

(水深約3100m) で離底した。この調査 ルートは

平均航走方向7?゜｡中心が北緯44°14'／東経139°06'

にあり， 曳航カメラ洲芻とほぽ平行で約O､5マイ

ル附に位置している。第３図に曳航カメラ測線お

よび潜航調査ルートを示す海底地形lllを示す。



第 １ 図　 口 本 海 盆 竃 縁 ／ 北 部 奥 尻 海 勧 地 域 の 海 底 地 形 お よ び 航 林

丸 綜 ； 深 海 曳 航 カ メ ラ 洲 雑　 立 線 ： 「 し ん か い5500 」 の 調 轟 ル ー ト

測 地 系 はWGS84{ 旭 祐 正}

Fig l　Bathyllelr ｉｃ map and ｓ】lip"1rack al S ｕｂ●crsjble Sll 】NKAl-6500 1n the al･ea ol

ihc boundary belweel lhe ea ｓlerｌ ｍｏｓt Japan Basin alld llle N6rlhel･ １ Okushiri

Ridge-

Opeo  circled lile: Deep-low Ｃａｍｅrａ. Doited ｌｉｎｅ: Sｕl･ｖｅy rｏｕle by Shink81-6500.

Ｇｅａｄｅ６ｅ ｓysleE: ＷＧＳ剛{no- ｃｏrreclion}

4．調査結果日本海盆東縁  日本海盆の底質は浮泥で斜面に近づくにしたがって泥岩ノジュールの転石が増えるが，露頭は認められない。深海カメラの曳航調査の際    には，平坦な海盆底には魚類の死骸が多数点在し，死骸の周囲には「掃除屋」らしい小エビが群がっていた（写真1）が，潜航調査では海盆縁辺に着底し   たためこうした現象や死骸の時間変化などを直接目視観察することはできていない。深海カメラ 曳航調査では。奥尻 海嶺西側の|||認

斜1111基部近傍に 水深35〔〕4・ の海 盆最深 部が存在

し， 水深319GI･1 の斜･|嵋,な郤に比扁数十cnl の低断

榊賑が包められた （写真 ２）。 これはIll 56幕部の

変形フロントで も最前線の断川 と考えら れるが。

今IIJIの潜航調査で は。|||麓斜1･i基 部には 皈新活助

を示すような変助微地形や断榊露頭は豹 ８・ の視

程内では発見で きなかった。調査ルートかおよそ

】k11南聞に位置していることもあり，嶋所によ

って崩積物で覆われている町能性がある。

「しんかい6500」の着底点｛水深3476・｝ではリ

フフレンスのための地中温度計洲を行った。また

IllR 斜汕i基部｛水深3460m ｝では，伏在断層の存

在を証拠づけるF!的で地中温度計測を行った。 海

庭に15cm rl 人したそ れぞれの測定値は0.35℃と

0.38℃であり，後者力g0.03度だけ高い。16m の高

戝差4こよる水圧の述いを考慮すると有意な差とは

11いがたいが，11 本誨=東縁変動;;17の変形フロン1ヽ

である活断層に沿って地下水が湧き出しているul

能性 も残る。

山蒻斜面　奥Ｗ海謝西劃斜|rli･F部に位置する台地



第 ２図 海 底 地 形断面 図

深 海 曳 航 体 （DKS9- 4 -OKJ DT- 4 ） の深度 プロ フ ７ イル（実線 ）

マル チ ナロ ービ ーム 測深 北 緯44 °1,1.0’（破線） 北 緯44°14,5' {貞線 ）

Fig， ２ Topographic Profile ｓ

Solid line: bathynlelric profile of Deep-Towing DKS9- 4 -ＯＫ亅DT-4

Ship tracks ｏｆ Multi-narrow bea11 ｓｏunding: N4f14.0 ’｛dashedline ｝.

N4ｒ14.5 ’（doaedline ）

の|||琉斜而である。iS 航調査 ルートで は水濠

34･14m付近が傾斜変換翰となっていて。斜面の傾

斜が増す。この位置で崩堕物の柱状採泥をおこな

った。斜irliにはガリが発達し，節理が発達した泥

質岩の露頭が連続している。潜航調杢では，人頭

人以｡ヒのiili物石状のノジａ－ルを含む灰銅色塊状

のシルト岩ないし硬質頁岩が観察された。 水深

3438m のシルト哂露嚠では斜iniとほぽ【司じ走向で

覦く西に傾斜する層 理iniが観察された。 水深

3428m の位置でシルト岩のサンプルを採集した。

このサンプルは岩棚と珪傑化石群集から八雲川に

対比される。水深321511付近には潜水船を上liる

大ききのシルト岩lj礫がみられた。これは一見，

塊状の玄武岩のようであったが，マニピュレータ

で白い条痕がつけられたことから，シルト岩と判

断された。

ＴＶカメラの曳航調査棚線では，水深3332・ 付

近に尚角の断裂，水深3310m 付近では低断旭川と

これに沿う斑点献変色峨（写真３：Ａ．Ｂ），さら

に3286m 付近の急崖では，壁而の躙口割れ目に沿

って白い ’･滲1111勧¨ が包められた。

台地周扁部 台地斜而の上部（台地の1,μこあたる

部位：潜航調査ルート上Ｓ) には平行または雁行

する生々しい闘口割れ目がみられる。

潜航調査 ルートでは水深3195m 付近から上方に

とくにガリが発達している。 水深3190ｓでは斜面

の 走向 と は 斜 交 す る 東 北 東 一 西T 軻西 方 向

(N70 °Ｅ) の裂罅が観 認された。 水深3155m で シ

ルトｓの転石 を採収した。 水深3115m 付近から発

見・観察 された裂罅 【写真４】は。北東－ll 西方

向 の走内 で，周囗 した割れ目の輜は]O 一匐cnl で

あ った。10m 極度の長さを単元としてよ|) 東西方

向に履行している橡子であ る。

カメラ曳航側隷では， 水深3110m 付近に北東一

曲iti方向 の走向 で蜂 番状に段 差を ともなう斯 裂

(写真 ５) が認められている。

これらの制 れ目の内壁はシルト層からなり，水

中では11 く見える上部層と灰色の下部Ｍに別れて

いる。 さらに 下位の喞凖にはシルト岩の嫻が認め

られ，全体として崖爲堆積物に割れ目が生じたこ

とがわかる。

i鰐航 調査の際，こ うした裂罅醪を追跡し た結

果，ちょうど台地に さしかかる部位( 水深3110・

－310? ｍ : 位置は北緯利 】゚4.1'，東経139*06.3' ～



第 ３ 図　 ｒし ん か い 苟00
』

第5 】潜 航 の 航 跡 図

１． １ 底 ／ 温 度 計 渕 １　　 ２ ． 温 度 計 測 ２

３ ． シ ル トｇ 採 取　　　 ４ ． 柱 状 採 泥 １

５ ． 巨 大 シ ル ト 岩 転 石　 ６ ． 裂 罅

？． 間 口 裂 罅 ／i・ 貨針 測 ３ ／ 岩 石 探 収

８ ． 闥 口 裂 罅 ／ 温 度 計 測 ４ ／ 柱 状 採 泥 ２ ／ 離 底

Ｆｉｇ. 3　Route ol SHINKAI 6500 Dive 51

1.  On 1he bolt ｏｌｌ ａｎｄ Ｔｅｓperal ●『ｅ 霜ｅａsｕrｅr●elt'1

2.  Temperaiu｢ ｅ ｍｅａsure 皿e鹿t'2

3.  Sillstonc ｓSmple　　　　4 . Sedi 羞enl  coring-  1

5 ， ｉｌａｎtｂｌｏｃｋｏｌｓi】tstone　6 . Fissure

7. ０ｐｌｎｐsh.le 肌卩.・elｓｕrelle ●1- 3 and rock ｓＩ・plilg

8.  Open ｇａｓh.lemp. ｍｅａsｕre躙ｅｎｌ-4 ，sedi誚enl coring- Z ，

Q111he bc 心 ｍ

（妬｡6’）で，ll】口割れ目 の延 長上に 底 質の賣色域

力り見認 された（写真 ６）。

変色峨は肉眼的 には白い が，写真で は淡褐色一

紫灰色であ る。闘口割れ目の延畏線上で断続 し，

個々のパ ッチも帯状に細長い。 変色畩 の周囲には

ナマコ やイソギ ンチ ャク泗 聴められた。 可動ビデ

オカメ ラのズーム機 能により， 唆色臧の淡褐色 郤

は粉末状，縁 辺は 紫灰色 部は綿糸 状を呈 するこ

と，変色域 の緑辺にはウスカ ワコロ モガイに類似

した小型巷貝（写真 ７）や甲殻類（小エ ビ：写真

８）など ミリサイズの生勧が密集して 磑息するコ

ミ・ ニテ４ を形成 しているこ と，などが観察 され

た。

変色域 を掘る と地中 は黒色 を髦 し（写真 ９），

南海トラフな どで兒つ かってい る冷水湧出系のバ

クテリアマ フトに酷似する。綿糸状のマ７卜は開

口割れ目を覆い譱すように広がっている｛写真

８｝。-･ 方，粉末状マ･，卜が礫の表iliをコーティ

ングしているところでは礫の瞭jllが湧き出し口と

なっているようにみえる（写真10）。

変色域の中心部で行った地中温度測定では，j皀

表から35ellの温度は0.41℃であった。周囲の海

水温0.28度に対して も，また他の測定点の0.35～

0.38 ℃という値からみても有憲に商いことから，

地下水の湧出と200．Ｗ１１/ml以上の地殼熱流量に

なる可健性がある。バクテリアマットと下位の照

色泥を探集する柱状採泥も行われ，採取された堆

瞿物は硫化物臭がした。 この柱状 コアは，現在

JAMSTEC に冷凍保管されており，後lﾖ 詳しい分

析がなされる予定である。なお，コアキャッチヤ



一部分の堪秡物についてのみ珪濠分析を行った

が，珪藻化石は見られなかった。

５．結　　 論

じつは潜航調査ルートで詳細に観察1!れたよう

な変色帶や間口割れ目は曳航飼査瀰練の映像にも

明瞭に露められていた【写真l】，12) が，今回の

潜航調査を行うまでその実体4ま不明であった。カ

メラ渕眞で認められた高角断裂に沿う変色;i?は，

断層活動にともなう崩落などによって11｣翼斜面に

酋出した湧水の通路( フィーダ) である可能性が

高い。したがって日本海盆東縁変助帶の変形フロ

ントでは，低角逆断層の上盤が冷湧水帯となって

おり，堆積物を１ラップした台地とその周辺では

バクテリアマ ットが形成されるという図式にな

る。

闢囗劃れ目の由来としては，積丹illl地震の地表

地震断層 や付随する裂罅が第１にあげられる。 さ

らに斜面崩壊や地滑りに伴う地割れなども考えら

れるが，とくにバクテリアマットが形成されるよ

うな湧水系は，単に海底から水が循環するだけで

なく，より深部に達する断裂に伴われるはずであ

る。また，湧水系 の存在は地下に高間隙水圧蜀が

あることを示す。この高問隙水圧が，岩盤強度を

低下させ同口割れ目を形成するような引張破壊の

原囚であるとすれば，斜面の走『匈に斜交する劃れ

目の方位N70‘£はこの地域一帯の応力場の主圧

力軸の向きを反映している。

糾査海峨は，束北日本弧および千鳥弧の内帯会

合部であると川時に，崘質的には大|譫地般と海洋

地殻の境貨をなす寿都胴遥線の北端に位置してい

ることから，ここで行われているテクトニクスは

必ずしも単純であるとは思われない。しかし，今

回の潜航調査によってlﾖ 本海淵で初めて湧水系バ

クテリアマフトが発見され，確認された堂殺は大

きい。

これまでの一巡の調査により｡1989 年の深海カ

メラ曳航調査訓線は|]本誨東縁変動帯の活借造を

特戡づけるもっとも明瞭な変動地形を横断する典

型的プロフフイルとなっていることが判明した。

さらに今回の糾査結果は，日本海盆束繰活断層系

の研究を偵察的な段階から本格的な段階へ延展さ

せる端緒として意義づけられる。

当面はバクテIJアマ。Ｈこ焦点 を絞った潜航飼

査を実施するとともに，微生物・化学・地震など

多方面から参加を得て総合的な検討を加える必要

がある。 とくに集中的に躙査すべき候補地とし

て， もっとも広い台地面の前面（北緯44°14.5’，

東 舫139 ’05.4’から06.7 ’まで， と く に東 経

139°06.2’付近の水濠311511－3020m ）をあげてお

きたい。

こうして冷湧水系をキーに南海トラフや日本海

溝の現在テクトニクスとの比較ができるようにな

れば，新たなプレート収束境界（海溝）が形成さ

れるしくみが解明されていくものと期待される。
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写 真 １　 日 本 海 忿 の 深 海 平 原 に 点 在 し て い た 魚 頸 の 死

骸 の ひ と つ 。 死 骸 の 周 囲 にli 小 エ ビ が 霈 が13 ，

老 貝 も 認 め ら れ る 。 水深349?ni

濠 梅 曳 航 体 の 瓮 直 ス テ ィ ル カ メ ラ に て 撮 彰

1989 年 ９ 月 ５ 口09 時01 分

Pho10 1　A typical e χample of deld fishes. ｓ4allered on

lhe floor 01 Japan Basin.

Mi 】li。巳lric sizａt ｓhri凱ps clllsl ぞ｢ed ar ｅｕ●d

lhe dead lody･

Phoio of llle decp-tow vcrticnl still cnmera.  at

09 :01.  Sept  5.1989.  Waier dept11 31197 印，

写 爽 ２　 日 本 雌 盆 東 縁 の 甎 断 竹 哩f 水 深349611 ， 比 高

歓 十cllJ

深 海 曳 航 ＴＶ カ メ ラ に て 扣 影1989 乍 ９ 月 ５

口1011柘3 分

Ph010 2　Fault scjrll 】el At che iil･St def｡I･nl;Iciol， front

along Ihc ea ｓter･l margin of Jal)al1 13a ｓin

(34Qtifli w,|｡.RelaCi ｖe hight several deci･

11elぞ|'ｓ3

P111110 1r{,【l s･ldeo image dal 詞ilOhe()eep'low

ｃａｌｌｅｌｌａ. ill lO : 53, Sぞpt. s. I&8S).

蒟

写 瓦3　1t 断MiiU こ叭 う 斑 立 状 変 色 域 ｛ 水 深33101n it

近 ｝

Ａ ． 喋 海 曳 航 ＴＶ カ メ ラ に て 撮 彰1989 尓 ９ 月

5111111¥26 分

Ｂ．|司 ‥ 地 点 に お け る 垂 直 ス テ ィ ル カ メ ラ の 町

頁

PIloto 3　Zone  of speck  led color ｃ●ａｎｇｅ｛331011 ヽyd.｝

Ａ）Pliolo lrlll video imaSe dala of ihe

deep-lo､v ｃａｍｅｌ･ａ. M  II:26.  Sept.  5. 1989.

|刄1311010 0hhe vertical Mill callel･ ａ ;11 (lie

saini* s11c

Ｐ陷ｃ．ＪＡＭＳＴＥＣ Symp. Deep Sea Res.  H992)



写 真･1　 扁1口 裂 罅

奥 尻 海 嶺 の 前 縁 を な すi 學底 台 地 の 肩 部 に 多 い 。

東 北 束 一 西ili西 方111]で 斜 而 の 走|;jlと は 斜 交 す る 。

laj口 幅 は平 均10 －20c ・

广し ん か い6500｣ の ス テ ４ ル カ メ ラ に て 撮 影

C199 】年 ５ 月27 日14 時 】9分 ， 水 深311511}

P11.1a 4　Open gash a1 3 115m wd.

Open gishe ｓ tend lo ■develope along l 】le s】Io●l一

面r Of frontal terrace. lreldinS £NE-WSW

oblique 19 1he sI 邨 ｅ. Ｇａsh li･idth range ｓ II･６皿

10　10　　2 仮11.Slill　camera　　ph010　0f

SⅢNKAI-6500.  at 14:19. ｃｌ Ｓｌａy 2?｡｡1991.

写 真 ６　 闘 口 割 れ 目 の 延 長 上 に あ る バ ク テ リ ア マ 。卜

と 陬 小 生 物 の コ ミ ュ ニ テ ４

｢ し ん か い6500 」 手 持 ち カ メ ラ に て 撮 影

0991 年 ５ 月27814 時19 分) 。 水 深3  110m
 ~ 3

107m

Phot ｏ 石　Baclcria ant and conlulily 01 Sfliil] sized

fatioa

Lｖcaled o ● llle cajlinualion of an ope ● gash.

3110 －3107m､a･d.

PMlolbrollgll lhe ､irindou*  of SH 】ＮＫＡＩ-65ひ0

at 14 : 19 0n May 27. 1991.

写 八 ５　 段 差 を と も な う北 西 方| 匈の 裂 罅

濠 海 曳航 休 前 方 カ メ ラ （1989 年 ９ 月51111 畤

57 分 ． 水 深3110.5n, ）

PhoC0 5　S （iss01･ed lrlcI,11･ｅ in ｉｎ NW-SE trend al

3110.5･l wd.

Ph010 11･ ０罰l video i ●ｌａｇｅ ｏr r ｏre100ki ●8

caaier? (Ml lhe di'e|>-low. ａＯ ｌ : 57 0n Sept.

5..1989 ，

Proc.  JAMSTEC Symp. Ｄｅｅｐ Sea Ｒｅｓ. 〔1992 〕 j7

第 川 冽 バ ク テリ アマ･，卜 の ク ロ ー ズ ア ップ 写 真位 置

図

Pi*. 4　EI,dex fol･ closed 一叩phot ｏｅｓ｛Ph010 7 －10 ｝of

b;,cleria nlat



写 真 ７　 バ ク テ リ ア マ 。 卜 周 辺4 こ酢 が る ミ リ サ イ ズ の

巻 ｎ

「 し ん か い65（X ）」 可 助 カ メ ラ(1991 年 ５ 月27

日14 畤42 分 ） に て ズ ー ム撮 影

FIloli］7　Millj ㎝elric ｓiled snails chisured ar ｏｕnd

bacteria mat

Pho10 from l ｖomed i ●la黔 ｄａｌａ ＱＯ ｈｅ video

camera OB SH1NKAI-6500.
 at 11 : 

４２ ａｎ Ｍａy

27.1991.Sar ｕel睨aliol is Photo 6.

写真8　1 琳口割れ日を覆い隠すように広がった柚糸状

バクテリアマット

「しんかい6500
亅

町助カメラ（1991年５月27

囗11畤49分）4こてズーム撮影

写!･19　 バ ク テ リ ア マ ７ 卜 ｛ 礎 色 域 ｝ ぽ£下 の 思 色 嶝 碵

物

「 し ん か い6500 」 可 動 カ メ ラ(1991 年 ５ 月27

［ ］1411徊６分 ） に て ズ ー ム 撮 影

Pho10 9　Black co 自０red ｓedi ●1ぞnts benealh bacteria mal

Photo 1 「om ｉｏｏｓed ima 鈩daCa Qf the yideo

cIIlera on SIIINKAI-65C ・.a1 14 : ４６ ０ｎ Ｍａy

27.1991.  Same location as PholQ 6.

写 真10 雌 の 表･而 を コ ー テ ィ ン グ し た 粉 末 狄 バ ク テ リ

アマ ７ 卜

ｒし ん か い6500J Iljf 勣 カ メ ラ(1991 年 ５ 月27

1j 14畤40 分) に て ズ ー ム 撮 影

Pliolci 10 Po｡･del 一一like baclerja ritai coating gravel

Fha10 1｢oni zQQmei image dala 01 the oideo

camel' ａ ｏｎ ＳＩﾖ｣NKA1-G500.  al Ｍ ； 40 01 May

27.1991.Sallel( 》ｃａｌｉｏｎ as Photo 6.

Proc. JAMSTEC Symp, Deep Sea Res. ｑ９９２）J８

粐s11

Ptioto from 加ｏｍｅｄ ｉrnagc dala ol the 、･idea

camera on SHIHKAI-6500. al ］4: ４９ ０ｎ Ｍａy

27.1991.  Same localion as Photo 6.



写 裏| 】 台 地 禄 辺 の バ ク テ リ ア マ ッ ト

曳 航 カ メ ラ 測 穣 ス テ ィ ル 写 真 水 深30241n

1989 年 ９ 月5 E112 畤11 分

Ｐｈｏtａ ｎ Ｂａｃtcria lnal formed ａt s●ｏｕdel･ 01 11･alllal

lel･1･ace

Still cantｅra photo on Deep･Ioa･ ａ凵2: 】I on

Sept.  5. 1589.  Water depth 3024nl

写 真.12 台 地 縁 辺 ぱ1 而I吸上 郎 】 の 間 口 割 れll

曳 航 カ メ ラ 側 雄 ス テ ４ ル 写 真 水 濠301611

1989 年 ９ 刀 ５ 囗12 畤13 分

P110to 12 FI･es ｈ opened ｇｉsh at the margin o1 11･onlal

lel’II;1ce

Sli】|calllcra　phatｏ ａｎ Ｄｃｅｌ,-lew al 】2 : 13

Scpl.5.1989.Watel･depth 3016111
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